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1. 研究目的 
 
 生活行動に関わる 3 つの場面について、これらを実際にセンシングすることができる機器を開発・
利用することで行動データを取得し、これにより行動特性の分析・行動モデルの立案・空間の動的変
更に至るまでの一貫したシステムを構築し、その建築計画における有効性を検討する。なお、3つの場
面とは「歩行行動」「接触動作」「活動状態」のことを指すものとする。 
 
 
2. 研究背景 
 
近年、MEMS や NEMS と呼ばれる微細な機械技術に対して政策的な投資と技術革新が行われており、こ
れらの機器を応用して、温度や湿度、加速度、明度、風流量、音声、におい、味といった情報 ―五感
情報― をセンシングし、数値化することが可能となった。とりわけセンシングが取りざたされる理由
については、大きく二つの理由があるものと考えている。 
 
一つは、ロボット産業をはじめとして、建築空間も含めた様々なものに対するロボティクス化の需
要がセンシング技術の需要を押し上げていると考えられる。「ロボティクス（Robotics：ロボット工学）
化」とは、「アクチュエーション（動作）」、「知能（人工知能）」、「知覚・認知」、「制御」の大きく 4つ
の分野に大別でき、センシングはこの「知覚・認知」のために必要な要素技術となっている。つまり、
アクチュエータの挙動や行動判断のために外的環境の様々な情報を利用するため、センシング技術が
不可欠となる。家電製品や自動車、あるいはすでに建築空間でさえも、それを取り巻く環境から情報
を得るために、人間の「五感」を模したセンサー機器を利用している。 
 
 センシングが注目されているもう一つの理由は、マンマシンインターフェースが「アンビエント
化（環境への内在化・潜在化）」する流れの中で、生活空間の様々な場面で人間の挙動や状態をセンシ
ングすることが求められるようになってきていることが挙げられる。実験的な取り組みとしては、身
振りや手振りによって空調や照明などをコントロールするようなものが報告されている。人間の自然
な動作や振る舞いをそのままコンピュータの制御に用いるというコンピューティングのビジョンは、
人との親和性を持ったコンピューティングビジョンとして受け入れられつつある。これからは「アン
ビエント・コンピューティング」というビジョンが次世代コンピューティングビジョンのイニシアチ
ブを取っていくのではないかと考えている。 
 
 翻って、建築計画研究分野の進展に目を移す。人間と空間との関係を一つのシステムとして捉え、
行動という一つの現象を媒介として様々な空間の調査を行い、人間の行動と空間の構造との関係を分
析することにより、帰納的に人間の行動特性をモデルとして得る中村（1971 年「人間－空間系の研究」）
の研究、また、得られた行動モデルを演繹的に利用して行動シミュレーションを行い、空間や人間の
状態や心理を予測あるいは評価するといった渡辺（1975 年「建築計画における行動シミュレーション
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に関する研究」）の研究に本研究は続くものである。 
 
行動特性のモデル化と行動シミュレーションという一連の方法論を今後の社会の中でより発展的に
活用していくために、以下にあげる 3 つの提案を行う。第 1 に、これまで人の手によって行われてい
た調査や分析といった作業を、さまざまな情報通信機器を応用することで自動化し、行動データを取
得するための人的なコストを低減させること。第 2 に、建築の運用最中においても継続的に施設利用
者の行動や状態を捉え続け、適時的に観測される行動データに基づいたリアルタイムなシミュレーシ
ョンを行うための一貫したシステム作りを行うこと。第 3 に、第 2 点目に挙げたシステムを、空間を
動的に変更してゆくための理由を客観化するための道具として活用すること。本論文の目的は、ここ
に挙げた 3 項目の実施にある。そして、これらを統合的に行うシステムを、「行動モデル」「行動シミ
ュレーション」にならい、「行動モニタリング」を呼ぶこととする。 
 
 
3. 本論文の構成 
 
本論文は 6章から成り、1～2 章で研究概要について述べ、3～5 章で行動モニタリングに関する研究
の具体的な研究成果について述べている。6章はあとがき、以下、参考文献、巻末資料である。 
 
第 1 章「はじめに」では、本論文の主要なテーマである「行動モニタリング」に関する社会的背景
についてまとめ、研究目的へと繋がる研究背景について総論的に述べている。「ユビキタス」への反省
と、その意味の拡大によって新たに登場した「アンビエント」というコンピューティングビジョンの
意味と役割、そしてこの新しい社会ビジョンにおいて「行動モニタリング」がどのような貢献をする
のかについて、ここでは建築計画分野における研究の視点とは別の、より一般論的な視点から整理し
て述べている。 
 
第 2 章「研究目的」では、これまでの建築計画分野における研究成果を挙げながら、「行動モニタリ
ング」がこれからの建築計画あるいは社会においてどのような意義を持ち、どのように貢献できるの
かについて述べている。第 1 章では一般論的な視点から「行動モニタリング」について述べたが、こ
こでは建築計画研究における視点から、その過去・現在・未来にわたってどのように位置づけられる
かについて述べている。結論的に、「モニタリング」を情報基盤として「アンビエント」へ向かう社会
的な流れと、その流れの中で位置づけられた建築計画における「行動モニタリング」の役割とによっ
て、「行動モニタリング」を研究することの意義が支えられていると述べている。 
 
第 3 章「歩行行動モニタリング」では、特に住空間内での歩行行動について対象を絞り、筆者の開
発した「スリッパ型 RFID リーダシステム」を現実的に利用可能な水準まで高精度化するための検証過
程と、これを用いて実際に行動モニタリングを行い、その分析結果について述べている。また、この
システムの仕様を実装した実験住宅を建築し、実際の生活行動をモニタリング対象とした実証実験の
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成果についても報告している。 
 
第 4 章「接触動作モニタリング」では、近年流通分野で開発された「指輪型 RFID リーダシステム」
を活用し、ヒトがモノと触れる場面をモニタリングすることで人間の行動特性を把握するとともに、
人間を取り巻くモノの配置が変化することで行動特性がどのように変化するのかについて検討を行っ
た。また、ここではヒトとモノとの関係性をネットワーク図として表現することで、その関係性を視
覚的かつ直感的に理解できるように工夫し、近年注目されているネットワーク科学の知見からこれを
分析することで、行動特性を定量的に評価・比較することについても試みている。 
 
第 5 章「活動状態モニタリング」では、行動モニタリングのアプリケーション的な側面であるアン
ビエント空間を実証的に作り出し、その効用と問題点について整理を行っている。特に、歩行や接触
といった人間の動作ではなく、作業に対する熱中度や他者に対する物理・心理的な距離感をモニタリ
ングすることで、空間を動的に変化させたり、アンビエントな手法で雰囲気を伝達したりといった手
法で環境を変化させることを試みている。これにより、テレワークやルームシェアリングといった新
しいライフスタイルにおいて生じている問題点の解決に寄与できないか検討を行った。 
 
第 6 章「あとがき」では本研究の今後の課題と展望について述べている。本研究では住空間からオ
フィス空間を想定した行動モニタリングが主であったが、これをさらに都市空間へと拡大したり、人
間のモニタリングだけではなく、環境要因のモニタリングなどから建築計画へのフィードバックを行
う方法などについても検討していくことが望まれる。 
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